
（１）単元観 （２）児童観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

算数科 第５学年 世羅町立せらにし小学校 指導者  山﨑 朋恵（T1） 

     見藤 孝二（T2） 

   

 

 

 

 

 

単
元
名 

「速さ」～先輩たちの記録にチャレンジ～ 

本単元で育成する資質・能力  

 

 

 

思考力・判断力・表現力  主体性 

 本単元と学習指導要領との関連は次のようになって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 本単元では，これまでに学習した量のほかに，異種
の二つの量の割合として捉えられる数量があることを
学習する。異種の二つの量の割合として捉えられる数
量の比べ方や表し方について理解し，その数量を求
めるとともに，目的に応じて，大きさを比べたり表現し
たりする方法を日常生活に生かすことができるように
することをねらいとしている。 

１ 単元について 
 

本学級の児童は，課題に対して意欲的に考えること
ができる児童が多い。一方で，理解力に個人差があり，
学力に大きな差がある。全体の場で自分の考えを発言
することを苦手にしている児童もいる。そこで，自分なり
に考え，対話を通して自分の考えを整理したり，友達の
考えからさらに考えを深めたりする取組を進めてきた。
自分の考えをもつこと，相手に伝えることについては確
実にできるようになっているが，さらに自分の考えを深
めるということがまだできにくい。 
○本単元に関わるレディネステストの結果から 
 等分除の適用場面において，正しく立式し，問題を解
決できるかをみる問題において，立式できたものの計
算間違いをしていた児童が１９％いた。また，包含除の
適用場面において，正しく立式し，問題を解決できるか
をみる問題においても，同じく１９％の児童が計算間違
いをしていた。よって，正しく計算する力をつける必要
がある。 
○「資質・能力」アンケートの結果から 
「授業では，自分の考えとその理由を明らかにして，

相手に分かりやすく伝わるように発表を工夫していま
す。」の項目において否定的な回答をした児童が
23.9％いた。「授業では，自分の考えを積極的に伝えて
います。」という項目では否定的な回答をした児童が５
月は２７％いたが，9.5％と減少した。ペアトークなど対
話場面の工夫をすることにより，自分の考えを積極的に
発言しようという意識がもてるようになってきたので，今
後は，分かりやすい発表を意識した指導をしていく必
要がある。 

日 時   令和元年  １１月１２日（火） 

学 年   第５学年  男子１１名，女子１１名，計２２名 

Ｃ 変化と関係 

（２）異種の二つの割合として捉えられる数量に関わる

数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるように指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

 （ア）速さなど単位量当たりの大きさの意味及び表し

方について理解し，それを求めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付け

ること。 

 （ア）異種の二つの量の割合として捉えられる数量の

関係に着目し，目的に応じて大きさを比べたり表現し

たりする方法を考察し，それらを日常生活に生かす

こと。 

（３）本単元において育成しようとする資質・能力とのかかわり 

「Ｃ 変化と関係」の領域で育成を目指す資質・能力 

②ある二つの数量の関係と別の二つの数量の関係を比べること 

【ス キ ル】 

思考力・判断力・表現力 
一つの量だけでは比較することができない事象に着目したり，そのような量は，どのようにすると比べることがで

きるかを考えたり，数値化することができるかを考えさせたりする。さらに，単位時間当たりに移動する長さとして
捉えたり，一定の長さを移動するのにかかる時間として捉えたりするなど，目的に応じた処理の仕方を工夫するこ
とを通して，思考力・判断力・表現力を育成する。  
 

【意欲・態度】 

主体性 

児童の身近にある問題を学習課題として設定することにより，「解きたい」「考えた方法を伝えたい」と思わせ，

自ら学ぼうとする主体性を育成する。 

 



   【本単元の学習の関連と発展】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・関数関係の意味 

・比例・反比例の表，式，グラフ 

４）わり算 

・除法の意味（等分除，包含

除） 

１１）比例と反比例 

・比例の式と性質 

・比例のグラフ 

・比例の利用 

・反比例 

中１ 

３年 ５年 ６年 

（４）指導観 

○主体的な学びを育むための工夫 

①本校では，２学期に入ると駅伝大会やマラソン大会に向けて，放課後練習が始まる。高学年となった子どもた

ちにとって，駅伝の主力として走ってきた先輩たちは憧れの存在となっている。そこで，その先輩たちが５年生

の時の持久走大会の記録を提示し，その記録を更新するためにはどのような時間設定で走ればよいかというこ

とを導入で提示する。実生活に生かすことのできる算数を学ぶということで，本単元への意欲をもたせる。 

②「速い」ということを学習する際，学級の中でも足が速い児童の記録を比べる。その際，５０mと２㎞を走っ

た記録を比較させることで，秒速や分速に換算したり，道のりをそろえたりしなければいけないことに

気付かせる。また，一定時間でゆっくり歩いたときと急ぎ足で歩いたときの，時間と進んだ距離をはか

るという活動を通して，「速い」「遅い」とはどういうことかを体験させたい。この活動を通して，速さ

を比べるためには，時間と距離という二つの量が必要であることを実感できると考える。それらを通し

て，速さを体感させたり，速さの考え方を深めさせたりしたい。 

 

○児童の課題を克服するための工夫 

①自分の考えた過程をノートに，自分なりに記述させる。ペアトークやグループトークを通して，自分の考えを発

信する場を設定する。自分が考えたことを説明する際，ノートの図や式を提示しながら，筋道を立てて分かりや

すく説明できるようにさせる。そのために，立式の根拠など，なぜそう考えたかを確実に伝えるようにさせる。さ

らに，聞く側には，自分の考えとの共通点や相違点を考えながら聞かせることで思考を深めさせるとともに，友

達の発言のよさに気付き，学び合おうとする態度を育てる。また，悩んでいる部分について話し合わせること

で，協働的に学ぶ良さを実感させていく。 

②速さの学習に入る前に，ドリルタイム等を活用して，計算の習熟を図っておく。速さの指導では，単に

公式を覚えるのではなく，混み具合を比較したとき，二つの量を一方にそろえて比べたこと，一方の量

を１にするとよいことなどを想起させ，速さを数値化する仕方をていねいに扱い，公式を導かせたい。

そして，「速さを単位時間に進む道のりで表そうとしているから，速さの公式は，道のりを時間で割っ

ているのだ。」という実感を伴うような学習を進める。 

10）単位量あたりの大きさ 

・平均の意味とその求め方 

・単位量あたりの大きさの考え

方とその用い方 

★）速さ 

・単位量あたりの大きさの考え

方を使った速さの比べ方 

・速さの意味とその求め方 

 （時速，分速，秒速） 

・速さに関する公式 

・時間と道のりの関係（比例） 

・仕事の速さ 

３）比例 

12）四角形と三角形の面積 

14）正多角形と円周の長さ 

・簡単な場合の比例 

 

 



 

 

 

（１）単元の目標 

○速さや単位量あたりの大きさの考えを用いて数値化したり，実際の場面と結びつけて生活や学習に用

いたりしようとする。                    （算数への関心・意欲・態度） 

○速さの表し方や比べ方について，単位量あたりの大きさの考えを基に数直線や式を用いて考え，表現

することができる。                          （数学的な考え方） 

○速さに関わる数量の関係において，速さや道のり，時間を求めることができる。 

（数量や図形についての技能） 

○速さは単位量あたりの大きさを用いると表すことができることを理解する。 

（数量や図形についての知識・理解） 

 

（２）単元の評価規準 

ア 算数への 

関心・意欲・態度 
イ 数学的な考え方 

ウ 数量や図形につい

ての技能 

エ 数量や図形に 

ついての知識・理解 

①速さの比べ方を，単位

量あたりの大きさの考え

を用いて考えようとして

いる。 

②学習内容を適切に活用

して，活動に取り組もう

としている。 

①単位量あたりの大きさ

の考えを基に，速さの

比べ方を用いて考え，

説明している。 

②単位量あたりの大きさ

の考えを用いて，作業

の速さなどの比べ方を

考え，説明している。 

③学習内容を適用して，

問題を解決し，説明して

いる。 

①速さの表し方を基に，

速さを求める公式をつく

り，速さを求めることが

できる。 

②速さを求める公式を用

いて，速さと時間から道

のりを求める式を導き，

道のりを求めることがで

きる。 

③道のりを求める式を用

いて，速さと道のりから

時間を求めることができ

る。 

④時間を分数で表して，

手際よく問題を解決す

ることができる。 

①時速，分速，秒速の意

味を理解している。 

②速さが一定ならば，道

のりは時間に比例する

ことを理解している。 

③基本的な学習内容を身

に付けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 単元の目標と評価規準 
 



 

 

 

（全１１時間） 

次 学習内容（時数） 
評価 

児童の反応 
関 考 技 知 評価規準 評価方法 

資質・能力の評価 
（評価方法） 

一 

 

○校内持久走大会

でどうすれば新記

録を出すことがで

きるかを考えること

で，「速さ」の学習

への意欲と今後の

学習の見通しをも

つ。（１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○速さは単位量あた

りの大きさの考え

を用いて表せるこ

とを理解する。（１） 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ア①速さの比べ方を，

単位量あたりの大

きさの考えを用いて

考えようとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ①単位量あたりの大き

さの考えを基に，速

さの比べ方を用い

て考え，説明してい

る。 

 

行動観察 

ノート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行動観察 

ノート 

 
 
【意欲・態度】 
主体性 
（行動観察） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【スキル】 
思考力・判断
力・表現力 
（ノート） 

 

 

 走る速さ

はどうやっ

て求めるの

かな。「速

い」「遅い」

ってどうい

うことか

な。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 公倍数や

単位量あた

りの考え方

で，速さを

比べてみよ

う。 

 

○速さの表し方への

興味を広げる。 

（１） 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

ア②学習内容を適切に

活用して，活動に

取り組もうとしてい

る。 

 

行動観察 

ノート 

【意欲・態度】 
主体性 
（行動観察） 
 

 

 

速さを比べ

るときに

は，１秒あ

たりに走っ

た距離や，

１ｍあたり

にかかった

時間などの

単位量あた

りの考えで

比べると便

利なんだ

ね。  

３ 指導と評価の計画 
 

課題の設定  

情報の収集  整理・分析  

情報の収集  

校内持久走大会（１．８㎞）で，過去４年間の先輩たちの記録を更新するために

は，６分でゴールしなければいけません。どの作戦で走れば良いでしょうか。 

①１０００ｍまで分速２９０mで走り，残りの８００mを分速３１１mで走る。 

②最初から最後まで，同じ速さで走る。 

③６００ｍまで２分，そこから１１００m までを２分，１５００ｍまで１分１０秒，残り３００ｍ

を５０秒で走る。 

 



 

○速さを求める公式

を理解し，それを

適用して速さを求

めることができる。 

（１） 

  

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

ウ①速さの表し方を基

に，速さを求める公

式をつくり，速さを

求めることができ

る。 

エ①時速，分速，秒速

の意味を理解して

いる。 

 

ノート 

 

 

 

ノート 

 
 

 

 

 速さは，

単位時間あ

たりに進む

道のりのこ

とで，道の

り÷時間で

求められる

ね。 

 

 

○道のりを求める式

を理解し，それを

適用して道のりを

求めることができ

る。      （１） 

   

〇 

 

 

 

 

ウ②速さを求める公式

を用いて，速さと時

間から道のりを求め

る式を導き，道のり

を求めることができ

る。 

 

 

ノート 

 

 

 
 

 

 

 道のり

は，速さ×

時間で求め

られるんだ

ね。 

 

○速さと道のりから

時間を求める方法

について理解す

る。       （１） 

  

 

 

○ 

  

ウ③道のりの求める式を

用いて，速さと道の

りから時間を求める

ことができる。 

 

ノート 

 

 

 

 時間は，

道のり÷速

さで求めら

れるんだ

ね。 

 

 

○時間を分数で表し

て，速さの問題を

解決することがで

きる。     （１） 

 

   

○ 

 

 

 

 

ウ④時間を分数で表し

て，手際よく問題を

解決することができ

る。 

 

 

ノート 

 

  

 

 

 

 時間を分

数で表す

と，計算が

簡単になる

ことがある

んだね。 

 

○速さが一定のとき

に，道のりと時間

が比例の関係に

あることを理解す

る。       （１） 

    

〇 

 

エ②速さが一定なら

ば，道のりは時間

に比例することを理

解している。 

 

 

ノート 

 

 

 

 速さが一

定のとき，

道のりは時

間に比例す

るんだね。 

 

○作業の速さも単位

量あたりの大きさ

の考えを用いて比

べられることを理

解する。    （１） 

  

〇 

  

 

 

イ②単位量あたりの大き

さの考えを用い

て，作業の速さな

どの比べ方を考

え，説明している。 

 

行動観察 

ノート 【スキル】 
思考力・判断
力・表現力
（行動観察・ノート） 

 

 

 作業する

速さも単位

時間あたり

にどれだけ

作業をする

かえ比べら

れるんだ

ね。 

整理・分析  

整理・分析  

まとめ・創造・表現 

情報の収集  

整理・分析  

整理・分析  



二 

 

○先輩たちの記録を

更新するための作

戦を考える。 

    （１） 

【本時】 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

  

イ③学習内容を適用し

て，問題を解決し，

説明している。 

 

行動観察 

ノート 【スキル】 
思考力・判断
力・表現力
（行動観察・ノート 

 

 

 学んだこ

とを使え

ば，記録を

更新するた

めの作戦を

考えられる

ね。 

 

○学習内容の定着

を確認し，理解を

確実にする。（１） 

    

〇 

 

エ③基本的な学習内容

を身に付けている。 

 

ノート 
 

 

 

 

 

 

（１）本時の目標 

・これまでの学習を活用して速さを求め，持久走大会の記録を更新するための作戦を考え，説明するこ

とができる。 （数学的な考え方） 

 

（２）準備物 

問題文（黒板掲示用，ノート貼付用），コース図，電卓 

 

（３）本時の学習展開 

●ねらい－まとめ ○理解を助けたり，関わりを深めたりするための支援 

◎学びを深めるための発問 

☆前回の研究授業を受けての課題克服のための手立て 

学習活動と求める児童の反応 指導上の留意事項 
評価規準 

（評価方法） 
資質・能力の評価 
（評価方法） 

 

○問題を確認する。 

校内持久走大会（１．８㎞）で，過

去４年間の先輩たちの記録を更新

するためには，６分でゴールしなけ

ればいけません。どの作戦で走れ

ば良いでしょうか。 

①１０００ｍまで分速２９０m で走り，

残りの８００m を分速３１１m で走

る。 

②最初から最後まで，同じ速さで走

る。 

③６００ｍまで２分，そこから１１００m

までを２分，１５００ｍまで１分１０

秒，残り３００ｍを５０秒で走る。 

 

 

○既習事項を振り返り，単元の

導入時に提示した問題を確

認する。（T1）【焦点化】 

○速さ，時間を求める公式を確

認する。（T1） 

○時速，分速，秒速の意味に

ついて確認する。（T1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 本時の学習 
 

１ 本時の課題を設定し，解決への見通しをもつ。 

 

振 り 返 り  

まとめ・創造・表現 



○本時のめあてを確認する。 

● ６分で走るための作戦を考

え，その考え方を説明しよう。 

 

 

 

 

○自力解決する。 

②１８００÷６＝３００   分速３００ｍ 

 

③６００ｍまで 

  ６００÷２＝３００   分速３００ｍ 

 １１００ｍまで 

  ５００÷２＝２５０   分速２５０ｍ 

 １５００ｍまで 

  ４００÷７０＝５．７１・・・ 

  ５．７×６０＝３４２  分速３４２ｍ 

 残り３００ｍ 

  ３００÷５０＝６ 

  ６×６０＝３６０   分速３６０ｍ 

 

 

 

 

 

 

 

○集団解決をする。 

（ペア→全体） 

・考えたことを発表させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○速さを求めることが課題であ

り，①③を公式を使って求め

れば良いという見通しをもた

せる。（T1）【焦点化】 

 

 

○考えたことを式や言葉を使っ

てノートにまとめさせる。 

             【共有化】 

○計算は，電卓を使わせる。割

り切れない場合は，小数第２

位を切り捨てることを確認す

る。（T1） 

○「見藤コーナー」を設置し，

個別の支援を行う（T2） 

 ・①を線分図に表しておき，

段階的に計算できるようにし

ておく。 

 ・時間を求める公式や分速か

ら秒速への換算の仕方をカ

ードにまとめておく。 

○速く計算できた児童には，②

の作戦は，６分でゴールでき

るものが計算させる。 

【共有化】 

 

○ペアトークさせることにより，

自分の考えを整理させる。 

             【共有化】 

○式，問題文と関連付けながら

説明させる。 

○自分の考えとの共通点や相

違点を考えながら聞かせ 

○コース図を用意しておき，指

し示しながら説明させること

で，実際に走ることをイメー

ジしやすくさせる。【視覚化】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○速さや時間を求

める公式を使っ

て問題を解決し，

説明している。

【数学的な考え

方】（行動観察・ノ

ート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思考力・判断力・

表現力 

 考えの根拠を

示しながら表現

いる。  

（行動観察・ノ

ート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆自分の考えを明確にもた

せることで，話し合いに

積極的に参加させる。 

 ②は，同じ速さで走りきらなく

てはならず，難しいです。 

 ③は，坂道までは分速３００

ｍ，坂道を分速２４６ｍ，下りか

ら学校近くまでを分速３４２ｍ，

最後は分速３６０m で一気にゴ

ールまで走ることになります。 

 ①は，スタートしてから坂道の

一番上まで分速２９０ｍ，残り８

００ｍを分速３１１ｍで走りきらな

くてはならずスピードが必要で

す。 

 無理なく６分で走り切るには，

①の作戦が良いと思います。 

２ 課題を解決する。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○今日の学習のまとめを書きましょ

う。 

●分速を求めることで，コースによ

ってどのくらいの速さで走るかが

分かる。 

 

○適用題を解く。 

「自分の目標とするタイムを出すた

めのめやすとなる分速を求めまし

ょう。」 

①６分１０秒 

②６分３０秒 

③７分 

④７分３０秒 

⑤８分 

⑥８分３０秒 

 

 

 

○今日の学習で分かったことや，こ

れからもっと学びたいことを書きま

しょう。 

○共通点やよりよい求め方な

どについて考えを交流させ

ることにより，速さへの理

解を深める。【共有化】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○本時の問題がどう考えたら解

けたかを問うことで，意見を

出させ児童の言葉でまとめ

る。（T1） 

 

 

○６段階のタイムを設定し，自

分の目標タイムを決めさせ

る。そのタイムを出すために

はどのくらいの速さで走れば

よいか計算させることで，今

後の練習への見通しをもた

せる。 

○分速を出すための公式を書

いたカードを提示し，それに

そって立式させる。（Ｔ２） 

 

 

 

○本時の振り返りをさせるととも

に，次の学習への意欲をも

たせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎同じタイムなのに，な

ぜその走り方が良いと

言えますか。「速さ」と

は何を表しているので

しょうか。 

４ 本時の学習を振り返り，次時の学習の確認をする。 

 

３ 本時のまとめをし，適用題に取り組む。 

 

 分速とは，１分間に進

む道のりを表しており，コ

ースに合わせて走る速さ

を変えることが確実にタ

イムを更新することにつ

ながると思います。 



（４）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分速を求めることで，コースによってどのくらい

の速さで走るかが分かる。 

 

６分で走るための作戦を考え，その

考え方を説明しよう。 
○め  

11/12  

 

○問  

速さ 

校内持久走大会（１．８㎞）で，過去４年間の先輩
たちの記録を更新するためには，６分で走らなけれ
ばいけません。どの作戦で走れば良いでしょうか。 
①１０００ｍまで分速２９０mで走り，残りの８００mを分
速３１１mで走る。 

②最初から最後まで，同じ速さで走る。 
③６００ｍまで２分，そこから１１００m までを２分，１５
００ｍまで１分１０秒，残り３００ｍを５０秒で走る。 

 

③６００ｍまで 
  ６００÷２＝３００ 

   分速３００ｍ 
 １１００ｍまで 
  ５００÷２＝２５０・ 
               分速２５０ｍ 
 １５００ｍまで 
  ４００÷７０＝５．７１・・・ 
  ５．７×６０＝３４２  分速３４２ｍ 
 残り３００ｍ 
  ３００÷５０＝６ 
  ６×６０＝３６０   分速３６０ｍ 
 

②１８００÷６＝３００ 
      分速３００ｍ 

 

○ま  
コース図 

分速・・・１分間に進む道のり 

コースに合わせて速さを変える。 


